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間で価格協定が結ばれていた。全国ペンキ・絵具・ニス製造業者連合（National Federation of Paint, Colour 
and Varnish Manufacturers）は，形式上は価格や生産量の統制をしていなかったが，その結成は少なくとも
協働の機会を与えたし，会合を開いて価格問題に言及しないことはあり得ない。ブリテン電気製品・関連

























































































































































































































































































































































































































るものなどが混在している」と言う（Cole, The World of Labour, 1913, pp.211⊖217）。1888⊖89年の労組活動






















































異常事態だと言われていた（S. and B. Webb, Industrial Democracy, 1897, p.11）。小さな地方労組の外部にお



































































































































年 TCの数（A） Aに加盟している組合員数（B）：1,000人 労組加盟員総数に占めるBの割合：％
1895
1905
1910
1913
163
239
252
329
　702
　902
1,009
1,495
45
45
40
36
　TC同様，TUCも産業組織であるよりは政治組織だった。１年に１度，それもせいぜい１週間ほど集ま
る協議体であって，決定を執行することは出来なかった。その規約も1868年に最初の会合が開かれて以来，
殆ど変わっていなかった。TUCはTC同様，参加労組の代表者の自発的な集まりであった。しかしTCとは
異なって，全国の労組加盟員のほぼ３分の２を擁する諸労組の支持を確保していた。
　TUCに出てくる代表達は，その背後の労組が擁する加盟員の数だけの投票権を持っていた。当初はTC
との区別が明瞭でなかったが，1894年にTUCは，中央労組を代表する者がもう一度地方から代表になるの
はおかしいという理由によって，TCを加盟から除外することにした。90年代を通じて，TUCではリベラ
ル派と社会主義派の厳しい闘争があり，これがTCの加盟除外と関連している。
　1899年にTUCは，従来にはなかった非常に創造的なことを成し遂げた。即ち労組運動を調整するために
総連盟（General Federation）を創設し，近代的な政党としての労働党創設の基礎となる決議案を通したの
である。TUCの唯一の恒久組織は議会委員会（Parliamentary Committee）であって，これは元々，労働代
表を組織化するためではなく，労働側の法制化活動に資するためのものだった。しかし，産業面での組織
化の仕事を総連盟に委ねたので，TUCは20世紀の最初の10年間，単なる議論のための組織という性格を維
持していた。外部の人々は組織労働者の多数派が何を考えているかを知るために，TUCの諸決定を学ぼう
とした。しかしTUCは，誰をも何をも統御していなかった。総連盟もその目的であったはずの統御力獲得
には全く成功しなかった。TUCは行動のための会議ではなく，議論のための会議のままであった。
